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「細胞運命制御」領域 平成２２年度—２６年度 

領域代表 東京大学医科学研究所・教授・北村俊雄 

 

補助金交付額 平成２２年度 250,700 千円 

       平成２３年度 258,800 千円 

       平成２４年度 260,600 千円 

       平成２５年度 252,200 千円（予定） 

       平成２６年度 244,100 千円（予定） 

 
①研究領域の目的及び概要 

 
 細胞の運命は、細胞外からのシグナルや内的要因によって変化する遺伝子発現によっ

て決定される。遺伝子発現は、転写因子による転写調節と染色体ヒストンの翻訳後修飾

によるエピジェネティックな調節を受け、ダイナミックに変化し細胞分化を規定する。

造血細胞は、１）多方向かつ不可逆的に分化すること、２）細胞の単離が容易であるこ

と、３）表面マーカーが多く同定されていることなど、細胞分化制御を解析する最もよ

い系といえる。また、骨髄異形成症候群などの分化異常によって引き起こされる造血器

腫瘍を研究することも細胞分化制御の破綻という側面から細胞運命制御を解明するた

めに有効である。 

本領域では、正常造血細胞の分化および正常造血細胞分化が破綻した造血器疾患にお

いて、転写制御、エピジェネティクス、さらに、これらのシステムに外界からのシグナ

ルが与える影響を研究することによって細胞分化の分子機構を解明することを目指し

ている。哺乳類の造血系の研究に加え、非造血細胞の分化やモデル生物の造血系の研究

も取り入れることによって、細胞分化の分子機構を統合的に解明することを目指す。 

 

②研究の進展状況 
ミエロイド系細胞、赤芽球系細胞、骨髄芽球系細胞、免疫系細胞、肝細胞、神経細胞、

眼細胞、骨細胞の分化とエピジェネティクスとの関係をクロマチン沈降法などの方法論

を駆使して明らかにしつつある。またこれらの細胞の分化において、C/EBPα、C/EBPγ、
Runx1、Runx3、GATA1、GATA2、GATA3、ThPOK、MafB、Pax5、Bcl11b、Hes1 などの転写

因子が果たす役割を明らかにしつつある。例えば谷内、河本らは Bcl11b がミエロイド

T 前駆細胞から T前駆細胞への分化過程で重要な働きをしていることを示した。また茂

呂らは最近注目されているナチュラルヘルパー（NH）細胞の分化に GATA3 が重要な働き

をすることを明らかにした。一方では、挿入的クロマチン沈降法、細胞分化によって色

が変わる細胞、G0 細胞マーカー、DNA メチル化状態を可視化できる細胞など、本領域の

研究に有用と考えられる方法論、システムの開発も順調に進んでいる。また造血細胞分
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化が破綻した時に発症する骨異形成症候群（MDS）は本領域の一つの大きなテーマであ

るが、稲葉らは MDS の１病型である 7q-症候群で欠失している遺伝子を２つ同定し細胞

分化、癌化との関係を解析した。また MDS 患者細胞では Runx1 や C/EBPαなどの転写因

子に加えて、最近エピジェネティクス関連分子の変異も多く報告されたが、北村らは変

異型 TET2、EZH2、ASXL1 を発現させた骨髄細胞を移植することにより MDS マウスモデル

を確立し解析中である。 

 
③研究を推進する上での問題点と今後の対応策 
 後述のように領域内は連携もよく共同研究も盛んに行なわれており、大きな問題点は見

当たらない。個々の研究者のそれぞれのプロジェクトにおいては解決していかなければな

らない問題点も存在すると思うが、そういう時に本領域のホームページの Cell Fate Club
という領域内の交流サイトをもっと活用してもらうのが有効と考えている。現在このサイ

トは、学会報告やサイエンス記事に対するコメント/人材募集が中心となっているが、例え

ば ChIP をする時の細胞破砕装置はどれが良いかなど、助言を求めるコメントなどにも利用

してもらえればと考えて運営している。 
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④主な研究成果（発明及び特許を含む） 
主な研究成果 以下の図に示したように細胞内情報伝達、エピジェネティクス、転写因子

のネットワークによって決定される遺伝子発現が細胞運命制御にどのように影響を与える

かを研究して、下記のような成果をあげた。 
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以下に各研究グループの研究成果を、１）エピジェネティクスと分化制御、２）転写因

子と分化制御、３）遺伝子発現と分化制御、４）分化制御の破綻と骨髄異形成症候群（MDS）、
５）情報伝達と分化制御、６）上記の研究に関係する方法論、７）その他、に分けてまと

める。 
 

１） エピジェネティクスと分化制御 
 
 中西らは、細胞が恒久的に増殖停止するためには、細胞分裂期を回避し 4 媒体の DNA 含

量を有してG1期に移行することが必要であることを明らかにした。この細胞分裂回避はp53

依存的な p21 の発現誘導による分裂期開始の抑制と、未同定の因子を介した細胞質分裂抑

制の 2 つの機構により制御されることも明らかにした。これは細胞老化機構に関する極め

て興味深い結果である。一方、DNA 維持メチル化を触媒する Dnmt1 の DNA 複製部位への局在

に、Uhrf1 依存的なヒストン H3-K23 のユビキチン化が必要であることも明らかにした。 

 古川らは、HDAC が microRNA の processing を促進する Microprocessor 複合体のコンポー

ネントであることを見いだし、さらに DGCR8 の RNA-binding domain を脱アセチル化して

primary miRNA transcripts からの miRNA 合成を促進していることを明らかにした。 

 瀧原らは、ポリコーム複合体１のメンバーであるRae28(Phc1)やScmh1が造血ホメオスタ

シス制御も含めた造血幹細胞の活性制御に重要な役割を果たしていることを明らかにする

とともに、分子レベルではポリコーム複合体１や造血幹細胞活性を誘導するHoxb4/Hoxa9が

DNA複製と分化を同時に制御することのできるGemininに対するE3ユビキチンリガーゼとし

て働くことを明らかにし、造血幹細胞の活性を統括する中枢因子としてGemininを同定した。

そこで、Geminin-EYFPノックインマウスを作製することによってGemininを可視化するとと

もに、造血幹細胞が自己複製するか分化するかの運命決定におけるGemininの役割について

明らかにするための実験系を確立した。 

 平林らは、大脳発生期における大脳皮質神経幹細胞を単離し、H3K27me3 抗体を用いてク

ロマチン免疫沈降を行ったサンプルについて次世代シーケンサーによる解析（ChIP-seq）

を行い、発生の４つの時期から単離した大脳皮質神経幹細胞について ChIP-seq を終了し、

現在データを解析している。 

 油谷らは、ヒト正常組織および ES 細胞の分化系を用いて、組織特異的に低メチル化を示

すプロモーター領域を有する遺伝子群を同定した。これらのプロモーター領域には扁平上

皮では p63、筋肉では myoD というようなマスター遺伝子が標的とする配列が認められ、特

異的な脱メチル化による遺伝子発現の誘導が示唆された。引き続き、分化誘導系を用いて

FAIRE 解析を行ったところ、クロマチンへのアクセス可能な領域が時期特異的に変動するこ

とを見いだし、中胚葉への誘導系でオープンとなる領域に結合する因子としてβカテニン

を同定した。 

 縣らは、T細胞へ分化誘導可能な EBF 欠損造血前駆細胞を用いて、分化誘導によって発現

が上昇するBcl11bやTCF1などのT細胞分化を制御する遺伝子において、コヒーシン（Rad21）

と CTCF が結合することを見出した。Rad21 と CTCF をノックダウンすると、それらの遺伝子

の発現がさらに上昇するとともに、分化の誘導効率が上昇する結果が得られた。 

 渡辺らは、グリアにコミットした網膜プロジェニター特異的に発現する遺伝子を、マイ

クロアレイにより同定した。このうち12種類の遺伝子に対するshRNAを作成し網膜器官培養
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で機能解析したところ、7種類がグリア細胞の分化に関与していることが示された。また、

網膜発生過程のヒストンH3の修飾状態を解析し、H3K27に着目し、この修飾に関連する酵素

のノックアウト、ノックダウンの網膜発生を検討したところ、脱メチル化酵素Jmjd3が双極

細胞の分化に必須であることが明らかになった。 

 幸谷らは、EBV陽性ホジキンリンパ腫がマクロファージの形質変化をもたらすEBVコード

miRNAを分泌していることを明らかにした。 

 安友らは、クロマチン構造を制御するCHD1の機能を知るため、CHD1flox/floxマウスと

CD4-Creトランスジェニックマウスと交配しTリンパ球分化におけるCHD1の役割を解析した

。CHD1を欠損したマウスでは胸腺でのCD4+CD8+細胞の数が約半分になり、Th1応答が増強す

ることを見いだした。 

 
２） 転写因子と分化制御 

 
 河本らは、ミエロイド-T 前駆細胞から T前駆細胞への決定過程がチェックポイントとして働

いていること、さらに転写因子 Bcl11b が重要な役割を演じている事を明らかにした（Science, 

2010）。現在、多能前駆細胞から T前駆細胞へ分化誘導できる系を用いて数時間単位の経時的な

変化を遺伝子発現とエピゲノム状態について解析する研究を進めている。 

 山本らは、大腸菌人工染色体（BAC）を用いたトランスジェニックマウスの解析から、GATA2

遺伝子上流 77 kb に、造血幹細胞、前駆細胞における GATA2 遺伝子のエンハンサーを同定

した。 

 谷内らは、ThPOK サイレンサーを介した ThPOK 遺伝子の発現調節がヘルパー／キラー系列

決定の本質であることから、ThPOK サイレンサー結合タンパク複合体を精製し、新規サイレ

ンサー結合因子として Bcl11b 転写因子を同定した。さらに Bcl11b 遺伝子変異マウスを用

いた解析により、Bcl11b は ThPOK 遺伝子の発現を正にも負にも制御する役割を持つことを

明らかにした。 

 胸腺CD4/8両陽性細胞よりCD4 T細胞、CD8 T細胞への分化には、それぞれ転写因子Th-POK, 

Runx3 がマスターレギュレーターとして働くことが明らかとなっているが、佐藤らは細胞系

列分岐に至るプロセスの中で Th-POK による系列決定は細胞周期の G1 期停止を伴う一方、

Runx3 による系列決定には G1-S 期進行が必要であることを明らかにした。 

 藤原らは、赤血球分化における重要な GATA-1 の相互作用因子である LIM ドメイン蛋白質

LMO2 の赤芽球分化に関わる遺伝子群の制御における意義を明らかにするために、ヒト CD34

陽性細胞由来の赤芽球を用いる系を確立した。 

 山根らは、胚発生期に存在する胎仔型赤血球と成体型多能性造血細胞の共通前駆細胞の

分化方向決定の分子機構の解明するため、共通前駆細胞から成体型多能性造血細胞への分

化過程における遺伝子発現変化を解析した。その結果、共通前駆細胞には赤血球分化に必

須な転写因子群が既に発現しており、即時的に産生される胎仔型赤血球の形成を支持して

いる一方、成体型多能性造血細胞では、これらの赤血球系転写因子群の発現は認められず、

共通前駆細胞から分化する過程で、赤血球系転写ネットワークが抑制されることが明らか

となった。 

 高橋らは、造血幹細胞における MafB の機能を解析するため、MafB 領域 GFP ノックインマ

ウスにおいて、GFP を発現している細胞は M-CSF に反応して単球・マクロファージ細胞系列
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へ分化することが明らかにした。また、動脈硬化病巣で形成される泡沫細胞（マクロファ

ージの最終分化細胞）の生存に MafB が必須の機能を有していることを明らかにした。 

 福永らは、G-CSF による好中球分化に必須な転写因子 C/EBPαの活性化機構について解析

し，好中球前駆細胞において C/EBPαと会合する分子として BAF155，BAF170 および C/EBP

γを同定した。BAF155 と BAF170 は，BRG1/BRM を含むクロマチン再構築複合体として C/EBP

αに結合することを確認した。また、C/EBPγを高発現させると G-CSF による遺伝子発現が

抑制されることから，C/EBPγが C/EBPαの活性を負に制御することを示した。 

 大根田らは、マウス骨髄マスト細胞(BMMC)での Gata1 と Gata2 の発現制御機構は赤血球

とは異なっていることを見いだした。BMMC での GATA1 の発現量は、赤血球と比較して低い

レベルであったが、GATA2 の発現量は細胞分化とともに増加していた。また、GATA1 を欠失

させてもマスト細胞分化に異常は見られなかったが、GATA2 を欠失させた BMMC はマクロフ

ァージと顆粒球への分化能を有する未熟な骨髄球に脱分化した。本研究によって、GATA2 が

マスト細胞の機能維持に必須であることが明らかになった。 

 

３） 遺伝子発現と分化制御 
 

 池田らは、骨髄中のマクロファージから破骨細胞への分化に伴う遺伝子発現解析の結果

から、分化に伴う顕著な細胞形態変化に対応した、細胞内の代謝の適応や細胞周期に関係

する遺伝子の動態を明らかにした。 

 田久保らは、巨核球分化に伴って機能する遺伝子セットを同定するために現在までに造

血幹細胞から巨核球前駆細胞、そして巨核球へと分化する際に発現変動する遺伝子セット

を同定した。これらのうち Tescalcin 蛋白をコードする Tesc1 遺伝子と、CLEC2 蛋白をコー

ドする Clec1b 遺伝子の個体レベルでの機能解析を行い、Tesc1 遺伝子はアンギオテンシン

システムを介した proplatelet の形成制御を介して巨核球の終末分化に貢献している可能

性を、Clec1b 遺伝子はノックアウトマウスを用いた解析から、巨核球/血小板由来 Clec1b

シグナルが造血幹細胞の細胞周期抑制に寄与している可能性を見出した。これらの結果は、

巨核球が造血幹細胞ニッチとして寄与しうることを示している。 

 小松らは、オールトランスレチノイン酸（ATRA）の急性前骨髄球性白血病(APL)細胞に対

する分化誘導の分子機構について解析を行ない、ATRA 処理後、APL 細胞の NAD 濃度が著し

く減少し、FOXO3A の脱アセチル化を担う NAD 依存性脱アセチル化酵素 SirT2 の活性が低下

すること、SirT2 の活性阻害が APL 細胞の好中球細胞への分化を誘導することを明らかにし

た。 

 長岡らは、免疫記憶形成の鍵となる分子 AID（遺伝子 Aicda）の発現を指標にリンパ球を

不可逆的に標識・解析している。Aicda コード領域に cre を導入した BAC DNA Tg マウスを

用い、活性化後 B リンパ球での高率な細胞標識と免疫不全ホストへの細胞移入による系譜

追跡の系を樹立した。また、Tリンパ球の最終分化の過程でも AID を発現する新奇の細胞群

を見出だし、それらが IL-10 と IFN-γを産生する特殊な性質を持つ事。その割合は加齢と

ともに上昇し、最高 25 パーセントにも達する事。Bcl-6 の転写上昇を伴う事を明らかにし
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た。これら知見は、抗体遺伝子を発現しない T リンパ球での AID 発現の意義を示唆する重

要な知見である。 

 片山らは、骨細胞特異的にジフテリア毒素（DT）の受容体を発現させたマウスに DT を投

与し骨細胞破壊を誘導することによって、DT 投与後 3 週間でリンパ球造血を特異的に支持

するストローマの分化増殖不全に起因する著しいリンパ球減少を確認した。また、骨細胞

破壊マウスでは全身の脂肪の脱落を観察した。パラバイオーシスの実験から、これらのネ

ットワークは少なくとも一部は非液性因子によることを明らかにしたが、この因子として

神経系を最も重要な候補としてあげた。 

 松本らは、自己寛容の成立機構にはたらく胸腺髄質上皮細胞の分化プロセスを研究する

目的で、遺伝性自己免疫疾患の原因遺伝子 Aire を研究対象として遺伝子改変マウスを用い

た研究を行っている。Aire 遺伝子座にタモキシフェン誘導型 Cre 遺伝子を挿入した

fate-mapping マウスを作製し、Aire 発現胸腺髄質上皮細胞の胸腺内での生存半減期を測定

した。また、Aire 自体には胸腺髄質上皮細胞に対するアポトーシス誘導作用がないことを

示唆する成績を得た。このことは、Aire が胸腺髄質上皮細胞の分化を制御することで二次

的に自己抗原遺伝子の発現制御を行うとする成熟化モデルを支持している。 

 茂呂らが、新しいリンパ球として同定した Natural Helper（NH）細胞は、Th2 サイトカ

インを産生することでアレルギーや寄生虫感染で重要な役割を担うこと、他のリンパ球の

様にリンパ節には存在せず、定常時に脂肪組織に限局して存在することが分かっている。

NH 細胞が、どこでどのように分化するかを明らかにする。茂呂らは、NH 細胞が骨髄の

Lin-c-KitloSca-1loの前駆細胞から分化し、T細胞同様 Notch シグナルを必要とするが胸腺を

経由しないことを明らかにし、p38 を介した GATA3 の欠損により分化が抑制されることを見

いだした。さらに、In vitro の実験から NH 細胞の分化には IL-7 と IL-25 または IL-33 刺

激が必要であることを示した。 

 森下らは、EVI1遺伝子がES細胞からグリア細胞への分化を抑制し、神経細胞への分化・

Axon突起に促進的に関与し、神経軸索伸張に関わることを示唆した。リオーマ患者由来の

細胞株もEVI1を高発現しており、EVI1をノックダウンすると、Sox2、Musashi1、Nestin発

現が低下し、幹細胞性の消失, グリア細胞マーカーの低下が見られた。 

 
４） 分化制御の破綻と骨髄異形成症候群（MDS） 
 
 最近、骨髄異形成症候群（MDS）患者の細胞においてエピジェネティクスに関与するさま

ざまな分子の変異が同定された。北村らは、変異型 EZH2、TET2、ASXL1 を導入したマウス

骨髄細胞を放射線照射したマウスに移植することによって、MDS マウスモデルを確立した。

これらのマウスの一部は白血病に移行する。この系を利用してエピジェネティクスの異常

と造血細胞分化異常、白血病への進展の関係を調べている。 
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 稲葉らは、MDSの発症機序を、分化制御の破綻という側面から解明するため、正常造血分

化過程でのエピゲノム制御とMDSにおけるその異常、およびMDSに特徴的な7q欠失による異

常造血機序の解明を進めた。最近、7q責任遺伝子として同定したMikiが、染色体不安定性

の惹起を通じてMDS発症に関与することを解明した(Mol. Cell in press)。 

 岩間らは、ES 細胞で明らかとなった幹細胞の多能性を維持するヒストン修飾（ポリコー

ム群複合体とトライソラックス群複合体による転写抑制化 と活性化 の相反するヒストン

修飾が共存する bivalent domain）が、造血幹細胞においても血球分化に関連する遺伝子プ

ロモーター上に形成され、分化多能性の維持に機能することを、ポリコーム群遺伝子欠損

マウスの解析から明らかにした（Cell Stem Cell 2010）。また、胸腺 T 細胞分化における

ヒストン H3K14 アセチル化の重要性を Hbo1-Brd1 HAT 複合体の解析から明らかにした。そ

の機序の一つとして CD8 の転写活性化に障害があることを見出した。 

 原田らは、ヒト CD34 陽性細胞を用いた in vitro 系で、RUNX1 変異体 D171N は単独では増

殖能を欠くことを見出し、BMI1 との協調作用により MDS を発症することを in vitro および

マウス BMT モデルを用いた in vivo 系で検証した。さらに、RUNX3 の変異解析および CD34

陽性細胞における RUNX3 定量を行った結果、RUNX3 機能的ドメイン内の変異は認められなか

ったが、臨床病勢と RUNX3 高発現に相関がみられた。 

 
５） 細胞内情報伝達と分化制御 
 

 宮島らは、マウス胎児肝臓における造血ニッシェの解析を行ない、SCF, TPO, EPO は

DLK1 陽性の肝芽細胞で強い発現が認められたが、EPO は肝辺縁部の p75NTR 陽性細胞が

強く発現することを示した。c-Kit 陽性の未分化造血細胞は肝臓全体に存在していたが、未

分化赤芽球は肝中心部に多く、肝辺縁部では TER119＋のより分化の進んだ赤芽球が多く

認められた。このことから、肝辺縁部の p75NTR 陽性細胞が赤芽球分化に寄与することが

示唆された。 
 杉山らは、骨髄微小環境（ニッチ）の構成細胞として CXCL12 高発現細網細胞（CAR 細胞）

を提唱してきたが、血液細胞への系列決定におけるケモカインシグナルの標的となる前駆

細胞の候補を同定し、さらに、造血幹細胞の多分化能におけるケモカインシグナルの役割

の評価が可能な CXCL12 遺伝子欠損誘導マウスを作成した。 

 仁科らは、細胞の生死の運命決定に関与する JNK シグナル系が、マウス脳形成時の神経

軸索伸長(J Neurosci 2011; J Signal Trans 2012)や概日リズム周期の制御 (J Biol Chem 

2012a) に必須であることを見出し、ストレス応答時とは異なる生理機能を担っていること

を明らかにした。また、器官サイズを制御する転写共役因子 YAP は、細胞質では Hippo シ

グナルによるリン酸化制御を、核内では CBP/p300-Sirt1 のアセチル化—脱アセチル化酵素

による制御を受けていることを見出した(J Biol Chem 2012b)。 
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６） 上記の研究に関係する方法論 
 
 細胞が G0 から G1 に移行する時、p27 が核外に移行しユビキチン化され分解される。北村

らは、このことを利用して、p27 が分解されると色が消える細胞系を樹立した。この細胞系

では発色している細胞が細胞周期 G0 期にいることが確認された。この G0 マーカーを利用

して細胞周期の G0 期を物質的に定義することを目的として研究を進め、G0 に特異的と思わ

れる分子を２つ同定し解析中である。また、G0 マーカーを組み込んだトランスジェニック

マウスを樹立した。 

 阪上―沢野らは、細胞周期インディケータ Fucci の改良を進め、Fucci4 を実用的に完成

させた。Fucci4 は、細胞周期を通じて蛍光を消失する時間がなく、また G1, S, G2/M 期を

それぞれ別の蛍光色でハイライトする。現在は、このインディケータのノックインマウス

の樹立を進めている。同時に、様々な Ubiquitin Ligase の基質をもちい、細胞動態を可視

化するインディケータや、DNA メチル化状態を可視化するインディケータの作製を進めてい

る。 

 藤田らは、みずから開発した挿入的クロマチン免疫沈降法(iChIP 法)を利用し、Pax5 遺

伝子プロモーター領域に存在する機能分子（DNA・RNA・蛋白質）を網羅的に同定すること

で、B細胞分化機構の解明を目指す。これまでに、iChIP 法で解析するためのニワトリ B細

胞株ならびに陰性対象としてマクロファージ様細胞株を樹立した。さらに、iChIP 法で Pax5

遺伝子プロモーター領域を単離し、そこに存在している一部の機能蛋白質（転写因子、ク

ロマチン関連因子等）を同定することに成功した。 

 
７） その他 
 
 伊藤らは、次世代シークエンサーを用いた網羅的遺伝子解析で、TAM から ML-DS の進展時

に起こる未知の遺伝子異常の同定を行った。２４症例の腫瘍（TAM, ML-DS）と寛解時の検

体から genomic DNA を抽出後、次世代シークエンサーで全エクソンシークエンスを行った。

得られた候補遺伝子をサンガー法で validation した結果、TAM では GATA1 遺伝子以外の変

異は平均 0.7 個、ML-DS では平均４個であった。 

 星居らは、mTOR複合体1の構成分子もしくは、mTOR複合体1の上流制御因子のコンディシ

ョナルノックアウトマウスを用いて、mTOR複合体1の活性と骨髄球系分化細胞の相関関係に

ついて解析をし、mTOR複合体1の活性が低下した条件において共通した変化として、骨髄造

血細胞の終末分化異常を認めた。MLL-AF9遺伝子導入による急性骨髄性白血病モデルにおい

てRaptorを欠損させた場合には、生体内において分化型白血病細胞において顕著な細胞死

が誘導され、分化阻害効果が認められた。以上の結果から、正常造血・白血病の両者でmTORC1

シグナルが骨髄球細胞の細胞運命決定に関わることを明らかにした。 

 依馬らは、造血幹細胞の分化様式と分化経路を解明するために、赤血球、血小板を含む
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主要血球すべてにKusabira Orange蛍光色素を発現したトランスジェニックマウスを作製し

、その骨髄より造血幹細胞を高度に純化し、single-cell transplantationを行った。約250

個の個々の移植の結果から、高い自己複製能を有する造血幹細胞、低い自己複製能を有す

る造血幹細胞、再構築能を有する骨髄系共通前駆細胞、再構築能を有する巨核球系前駆細

胞の存在を明らかにした。 

 千葉らは、Hes1プロモーター下で短寿命レポーター（Ub-luc）を発現するトランスジェ

ニックマウスの胎仔肝LSK (Lin-Sca1+cKit+)細胞を培養し、Ub-lucが約２時間周期で一過

性に強発現—減衰—再発現する細胞を同定した。すなわちHes1は一部の造血前駆細胞で短時

間振動しており、その生理的意義を解析中である。一方、胎仔肝LSK細胞にMLL融合遺伝子

を導入後移植し急性骨髄性白血病を発症させる実験系で、Hes1遺伝子欠失により白血病発

症の潜伏期が30-50%短縮した。この結果は、MLL融合遺伝子に誘導されるAML発症をHes1が

抑制していることを示唆する。 
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ホームページ 
 
 「細胞運命制御」領域では公報担当の河本宏を中心として、特にホームページ

（http://www.riken.jp/cell-fate/）に力を入れている。領域会議、国際シンポジウム、公開講

座、発表論文、領域メンバーの学術賞受賞のニュースの紹介などに加えて、Cell Fate Club
という交流サイトを作り、領域内のメンバーの意見交換の場を提供している。アクセス回

数はカウントしていないが、ノーベル賞に関するコメントを掲載した時はノーベル医学・

生理学賞についてコメントした際にはノーベル賞で検索をすると当初トップに出ていた。 
 
公開発表等 
 
領域会議、若手の会、国際シンポジウムを以下の要領で開催あるいは開催予定である。 
第１回領域会議 平成２２年度９月１２−１３日、富良野、参加者は約２５名。 
第２回領域会議 平成２３年５月３１日−６月２日、軽井沢、参加者は約６０名。 
第１回若手の会 平成２３年９月２３−２４日、軽井沢、参加者は約４０名 
第３回領域会議 平成２４年６月５−７日、広島、参加者は約７０名。 
国際シンポジウム 平成２４年１１月６−７日、京都で予定している。海外からの招待演者

７名を含む１８名の口演とポスターセッションを予定。現在、ポスター（５００−７００部）

を作製しており、今後、各大学、関係者への配布を行なう予定である。 
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国内外の会議等での招待講演（主要な学会及びシンポジウムのみ記載） 

 
1. Ikeda Y. Signaling between osteoclasts and osteoblasts  4th International Conference on 

Osteoimmunology 2010 年６月２０日 Corfu, Greece 
2. 池田恭治「骨の代謝と老化」第 54 回日本老年医学会学術集会 シンポジウム平成２４年 
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3. 池田恭治「鉄と破骨細胞」第３４回日本鉄バイオサイエンス学会 シンポジウム 平成

２４年 9 月 12 日 東京 
4. Inaba T“Development of myeloid neoplasia in mice deficient for endosome fusion 

facilitator  (eff)-2 gene that mimic human myeloid malignancies carrying monosomy 7”  
13th Japanese-German Cancer Workshop, ワークショップ 2011 年 9 月 20 日 広島 

5. Inaba T“Is epigenetic suppression of the anti-oncogenes equivalent to genetic deletion in 
oncogenesis?”International Workshop: Epigenetics in Radiation Effects among A-bomb 
Survivors and their Children ワークショップ 2010 年 3 月 17 日 広島 

6. Kitamura, T. “Molecular Basis for AML, MDS and MPN” 第３９回国際実験血液学会 

プレナリー 2010 年 9 月 16 日 メルボルン 
7. Kitamura T. “Two types of C/EBPa mutations collaborate in inducing leukemia” 

USA-Japan Cooperative Cancer Research Workshop 2011 年 2 月 25-27 日 葉山 
8. Kitamura T ”Lessons from mouse models for myelodysplastic syndromes/overt 

leukemia and chronic myelogeneous leukemia in blast crisis: Insertional 
mutagenesis induced Evi-1 expression but not Hes1 expression” 日本学術振興会 二

国間交流事業セミナー (2011 年 7 月 14 日 福岡) 
9. 北村俊雄「Animal models for AML, MDS and MPN」日本遺伝子治療学会 教育講演 

2011 年 7 月 14 日 福岡 
10. Kitamura T “Two types of C/EBPa mutations collaborate in inducing leukemia in a 

mouse BMT model” 第２５回 IACRLRD （2011 年 9 月 15-17 日 東京） 
11. 北村俊雄「Molecular basis of leukemia,MPN and MDS」第７０回 日本癌学会シンポ

ジウム 2011 年 10 月 3-5 日 名古屋 
12. 北村俊雄「Mouse models for MDS/overt leukemia and CML-BC」第７３回 日本血液

学会シンポジウム 2011 年 10 月 14-16 日 名古屋 
13. Nakanishi M.“Chk1-GCN5 and PP1γ-HDAC3 collaborately regulate E2F-dependent 

gene expression upon DNA damage”Cold Spring Harbor Laboratory Symposium 平成

22 年 5 月 18 日～28 日 ニューヨーク 
14. 中西真、島田緑、春田真由美 「Chk1-GCN5 と PP1g-HDAC3 複合体によるヒストン

バイナリーコードの変換は DNA 損傷による E2F 標的遺伝子の発現を抑制する」日本分

子生物、生化学会合同会議シンポジウム 平成 22 年 12 月 10 日  
15. Nakanishi M.”Induction and maintenace of premature senescence by epigentic 

modifiers” KSBMB2011 Annual Meetin 2011 年 5 月 15～19 日ソウル 
16. 中西真“Molecular mechanisms of dNTPs supply at DNA damage sites in mammals” 

第 70 回日本癌学会シンポジウム 平成 23 年 10 月 名古屋 
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17. 中西真“Inheritance of epigenetic information during DNA replication through a 
Uhrf1-Dnmt1 axis and replication machinery” 第 71 回日本癌学会 平成 24 年 9 月 19
日～21 日 札幌 

18. Miyajima A. “Liver stem/progenitor cells in development and regeneration” Tokyo 
iPS/Stem Cell Symposium 2010 2010 年 11 月 24 日 東京 

19. Miyajima A. “Lessons from developmental biology to generate functional liver cells 
from iPS cells” US-Japan Cooperative Program 2011 年 2 月 24 日ベセスダ 

20. 宮島篤 「幹細胞からの in vitro における組織構築」第 10 回日本再生医療学会総会 2011
年 3 月 1 日 東京 

21. 石川文彦「Creating therapeutic strategies targeting AML stem cells」第 73 回日本血

液学会学術集会(10/14/2011)名古屋 
22. Ishikawa F. “Phenotype, Distribution, and Heterogeneity of Leukemic Stem Cells” 

2011Working Conference on Cancer Stem Cells(9/2/2011)Vienna 
23. 石川文彦「急性骨髄性白血病の幹細胞を標的とした治療」第 9 回日本臨床腫瘍学会学術

集会シンポジウム(7/21/2011)横浜 
24. 石川文彦「humanized mouse system を用いたヒト免疫系と疾患の解析」第１５回日本

がん免疫学会総会(7/1/2011)大阪 
25. 石川文彦「humanized mouse system を用いたヒト白血病幹細胞研究」第２１回日本サ

イトメトリー学会(6/25/2011)京都 
26. 石川文彦「Understanding normal and diseased human immunity using humanized 

mouse」2010 年日本免疫学会シンポジウム(12/3/2010)東京 
27. 石川文彦「白血病幹細胞の細胞周期と抗がん剤抵抗性」第７２回日本血液学会学術集会

シンポジウム(9/24/2010)横浜 
28. 岩間厚志「ヒト造血幹細胞の体外増幅の可能性」第 34 回日本造血細胞移植学会総会ワ

ークショップ 2011 年 2 月 大阪 
29. 岩間厚志「エピジェネティクス update」第 40 回日本免疫学会 関連分野セミナー 

2011 年 11 月（千葉） 
30. 岩間厚志「造血器腫瘍のエピゲノム」 第 73 回日本血液学会 教育講演 2011 年 10 月

名古屋 
31. 岩間厚志「ヒト造血幹細胞の体外増幅の可能性」 第２１回日本サイトメトリー学会 

シンポジウム 2011 年 ６月 京都 
32. 岩間厚志「造血幹細胞のエピジェネティクス」 第３２回日本炎症・再生医学会 シン

ポジウム「疾患と再生における幹細胞生物学の新展開」 2011 年 6 月 京都 
33. Iwama A. “Polycomb complexes in normal and abnormal hematopoiesis” USA-Japan 

Cooperative Cancer Research Workshop 2011 年 2 月 25-27 日 葉山 
34. Iwama A. “Regulation of hematopoietic stem cells by the polycomb repressive 

complexes” International conference on stem cells and cancer. 2010 年 12 月 11-14 日 
Pune, India 

35. 岩間厚志「Role of polycomb group proteins in the maintenance of self-renewal 
capacity and multipotency of hematopoietic stem cells」第 33 回 MCS23 日本分子生物

学会年会・第 83 回日本生化学会 シンポジウム 2010 年 12 月 神戸 
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36. 岩間厚志「新規標的分子としてのポリコーム複合体」第 48 回日本癌治療学会 シンポ

ジウム 2010 年 10 月 28 日〜30 日（京都） 
37. 阪上ー沢野朝子、宮脇敦史「生体における細胞周期動態を読み解く」第 52 回日本組織

細胞化学会 シンポジウム 2011 年 9 月 24 日～25 日 金沢 
38. Taniuchi I “Transcriptional Regulation of CD4/CD8 Lineage Choice” 第 14 回国際免

疫学会 2010 年 8 月 神戸 
39. Taniuchi I “Transcriptional Control of Helper versus Cytotoxic Lineage Choice” オー

ストリア免疫学会 2011 年 9 月 グラーツ 
40. Yamamoto M. “The Keap1-Nrf2 System and Hematopoiesis” The 18th Haemoglobin 

Switching Conference. June 7-11, 2012 Monterey. 
41. Yamamoto M, Moriguchi T, Suzuki M and Shimizu R. “GATA Factor Switching 

during Erythroid Differentiation” The 1st JSH International Symposium 2010 年 6
月 16-17 日 秋田 

42. 横山明彦 「MLL白血病の発症メカニズム」平成23年度 第3次対がん10か年総合戦略・

文部科学省 合同公開シンポジウム 2011年1月30-31日 東京 
43. 横山明彦 「MLL白血病の分子メカニズム」第72回日本血液学会・シンポジウム 2011

年1月30-31日 横浜 
44. Katayama Y. “Regulation of Hematopoietic Microenvironment by Diverse Organs” 

The 16th Winter Meeting of the Korean Society of Blood and Marrow Transplantation. 
February 17, 2012 Muju (Korea), 

45. 幸 谷 愛「造 血 悪性腫 瘍 におけ る 治療標 的 として の miRNA 」  第 13 回

Pharmaco-Hematology シンポジウム 平成 24 年 6 月 15 日 東京 
46. 幸谷愛 ”The role of miRNA in hematological malignancy ”第７０回日本癌学会 シン

ポジウム 平成 23 年 10 月 5 日 名古屋 
47. Takihara Y.“Current hematopoietic stem cell transplantation therapy and the 

perspective” The 1st International symposium on Phoenix leader education program 
(Hiroshima initiative) for renaissance from radiation disaster, 2012 年 2 月 21 日 広

島 
48. Nishina H.”RASSF7 functions as an anti-apoptotic regulator of JNK signaling by 

inhibiting phosphorylated MKK7 activity” 2nd RASSF Symposium July 16 2011 オ

ックスフォード 
49. 原田浩徳 「MDS 分子病態」第 73 回日本血液学会 教育講演 2011 年 10 月 14 日 名

古屋， 
50. Harada H, Harada Y “Molecular mechanisms of myelodysplastic syndromes by 

RUNX1/AML1 mutations” The 3rd JSH International Symposium プレナリー 2012
年 5 月 26 日 川越 

51. 原田浩徳 「放射線関連 MDS・白血病の発症機序における RUNX1/AML1 変異の役割」 

第 52 回日本リンパ網内系学会総会，シンポジウム 2012 年 6 月 15 日 福島 
52. 古川雄祐“Multiple myeloma: Introduction of novel drugs with unique mechanisms of 

action to overcome drug resistance”第９回日本臨床腫瘍学会学術総会 シンポジウム 
2011 年７月 21 日 横浜 
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53. Matsumoto M.“Roles of Aire in thymic epithelial cells in the medulla for the 
establishment of self-tolerance”Understanding Pathways of Immune-mediated 
Injury シンポジウム The Federation of Clinical Immunology Societies (FOCiS) 2012
年 6 月 20 日 バンクーバー 

54. 茂呂和世 ナチュラルヘルパー細胞の 寄生虫感染・アレルギーにおける役割、第 77 回

日本インターフェロンサイトカイン学会学術集会、招待講演、神戸、2012 年 6 月 22 日 
55. 茂呂和世 IL-25 や IL-33 によって誘導される肺のナチュラルヘルパー細胞の機能解析、

第 61 回日本アレルギー学会秋期学術大会 2011 年 11 月 10 日 東京 
56. Moro Y. IL-33-dependent eosinophilia in the lung mediated by natural helper cells.、

20th International Symposium on Molecular Cell Biology of Macrophages 2012、2012
年 6 月 15 日 東京 

57. 安友康二「Notch シグナルによる免疫制御」日本寄生虫学会 シンポジウ 2012 年 3 月

23 日 神戸 
58. 渡辺すみ子「ゼブラフィッシュを用いた水晶体発生研究」第 116 回日本眼科学会総会 

シンポジウム 2012 年 6 月 6 日 
59. 渡辺すみ子「表面抗原を用いた網膜幹細胞研究」第 116 回日本眼科学会総会、シンポジ

ウム 2012 年 6 月 6 日 
60. 渡辺すみ子”Toward molecular understanding of retinal development: application of 

a strategy for identifying hematopoietic stem cells”Furano conference, Advanced 
bioregulation and RNA 2012 年 3 月 9 日 

 
国民との科学技術対話 

 

 平成２３年度には科学未来館で開催された「免疫不思議未来」に領域としてブースを出

して河本、北村が一般向け（特に子供が多い）に説明を行なった。平成２４年度も８月１

９日に予定している。アンケートはとっていない。 

 
⑥研究組織と各研究項目の連携状況 

 

 計画班は、６名の研究代表者、５名研究分担者および６名の連携研究者によって構成さ

れている。公募班は２９名の研究代表者、１名の研究分担者および２４名の連携研究者で

構成されている。よって本領域は、計画班と公募班を合わせると７１名の研究者により構

成されていることになる（そのうち研究代表者と研究分担者は４１名）。今年度の領域会

議は、大学院生や若手の博士研究員や助教も加えて約８０名の参加を得て、発表だけでは

なく、食事会、意見交換会も含めて密な連携をとるために大変役立った。 

 上記の領域構成のなかで共同研究は１０９件（延べ数なので双方が記載した場合は２回

カウントとなる）行なわれているが、特筆すべきは約半分が領域の開始以降に始まった共
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同研究であると言う点である。レトロウイルスベクターなど研究試料のやり取りだけのも

のを入れると数はもっと多くなる。このことに関連して今年度の領域会議において、この

領域は他の領域に較べてまとまりや連携が良いという感想が聞かれた。以下に次世代シー

クエンサーとノックアウトマウスを利用した広島大学の稲葉グループが行なっている共同

研究を列挙した。なかでもChIP-seqなどに関する共同研究はエピジェネティクス研究を柱

の一つとしている本領域において重要なものである。 

  次世代シークエンサー（稲葉） 

相手（敬称

略） 

当方の役割 概略 

北村俊雄 メチル化DNA-seq G0/G1期細胞におけるDNAメチル化の相違を検討 

横山明彦 ChIP-seq,  

メチル化DNA-seq 

MLL複合体関連因子のChIP-seq, およびDNAメチル

化解析 

幸谷愛 small RNA-seq 新規小分子RNA探索を目的としたシーケンス 

千葉滋 mRNA-seq 細胞分化にともなう遺伝子発現変化を検討 

谷内一郎 ChIP-seq リンパ球分化に関連する転写因子結合部位を解析 

中西真 ChIP-seq エピゲノム修飾因子の結合部位に関する解析 

原田浩徳 エクソンシーケン

ス 

造血器腫瘍における遺伝子変異同定 

森下和広 ChIP-seq Evi1, GATA2結合部位の解析 

  遺伝子改変マウス（本田） 

相手（敬称

略） 

当方の役割 概略 

田久保圭誉 p210BCR/ABLトランス

ジェニックマウス（提

供） 

CMLにおける造血幹細胞制御機構を検討 

依馬秀夫 Wnt5aコンディショナ

ルノックアウトマウ

ス（提供） 

造血幹細胞制御におけるWnt5aの機能を検討 

古川雄祐 HDACとLSD1トランス

ジェニックマウス（共

同作製） 

白血病発症におけるHDACとLSD1の関与を検討 

和田妙子助教が本田研に三か月間短期国内留学

渡邊すみ子 これから提供 秋までには開始 
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各研究項目の研究課題名及び計画研究・公募研究に参画している研究者の所属・職・氏名 
計画研究 

○造血細胞分化における染色体修飾と転写因子のクロストーク 

研究代表者 北村 俊雄（東京大学医科学研究所・教授） 

研究分担者 山本 雅之（東北大学医学部・教授） 

      阪上 朝子（理研・脳科学総合センター・客員研究員） 

○幹細胞分化におけるクロマチン修飾を介したエピジェネティックス制御機構 

研究代表者 中西 真（名古屋市立大学大学院・教授） 

研究分担者 横山 明彦（京都大学医学研究科・特定準教授） 

○多能前駆細胞から T細胞系列への運命決定の分子機構の解明 

研究代表者 河本 宏（京都大学再生医科学研究所・教授） 

研究分担者 岩間 厚志（千葉大学・教授） 

      谷内 一郎（理研・免疫アレルギー科学総合研究センター・グループリーダー） 

○MDS 原因遺伝子の同定と解析を通じた細胞分化制御システムの解明 

研究代表者 稲葉 俊哉（広島大学原爆放射線医科学研究所・教授） 

研究分担者 本田 浩章（広島大学原爆放射線医科学研究所・教授） 

○肝臓における造血細胞の運命決定に関わる環境因子の解析 

研究代表者 宮島 篤（東京大学分子細胞生物学研究所・教授） 

○造血細胞から破骨細胞への分化転換のメカニズム 

研究代表者 池田 恭治（国立長寿医療センター・研究所・部長） 

 

公募研究 

○肝細胞分化におけるエピゲノム修飾制御に関する研究 

研究代表者 油谷 浩幸（東京大学先端科学技術研究センター・教授） 

○ダウン症候群に伴う急性巨核球性白血病の多段階発症の分子機構 

研究代表者 伊藤 悦朗（弘前大学・教授） 

○造血幹細胞の分化様式の解析 

研究代表者 依馬秀夫（慶応義塾大学医学部・特任准教授） 

○造血系転写因子によるマスト細胞分化決定機構の解明 

研究代表者 大根田 絹子（高崎健康福祉大学・教授） 

○骨組織による神経を介したリンパ球分化増殖制御機構の解明 

研究代表者 片山 義雄（神戸大学・講師） 

○コヒーシンによる染色体構造変化を介した造血細胞分化の制御機構 

研究代表者 縣 保年（京都大学大学院医学研究科 免疫細胞生物学分野・准教授） 

○ATRA による APL 細胞の分化誘導の分子メカニズム 

研究代表者 小松則夫（順天堂大学医学部内科学血液学講座・教授） 

○マスターレギュレーターを介した相反的 G1/S 制御による細胞系列分岐のメカニズム 

研究代表者 佐藤 健人（東海大学医学部・基礎医学系・生体防御学准教授） 

○造血幹細胞から血液細胞へのケモカインシグナルによる系列決定機構の解明 

研究代表者 杉山 立樹（京都大学 再生医科学研究所・助教） 

○造血幹細胞における MafB の機能解析 



 30

研究代表者 高橋 智（筑波大学・教授 筑波大学生命科学動物資源センター・センター

長） 

○造血幹細胞の自己複製と分化の誘導を掛け分ける分子基盤 

研究代表者 瀧原 義宏（広島大学・教授） 

○低酸素適応システムによる巨核球への分化･成熟過程の解析 

研究代表者 田久保 圭誉（慶應義塾大学医学部・助教） 

○造血細胞運命決定において Hes1 の可逆的短時間発現変動が果たす役割 

研究代表者 千葉 滋（筑波大学・教授） 

○Bリンパ球終末分化機構の解明 

研究代表者 長岡 仁（岐阜大学 医学研究科 分子病態学・教授） 

○MAP キナーゼ・Hippo シグナル系による細胞運命決定制御の解明 

研究代表者 仁科 博史（東京医科歯科大学難治疾患研究所 発生再生生物学分野・教授） 

○RUNX ファミリーの異常による細胞分化制御破綻と新たな MDS 発症機構の解明 

研究代表者 原田 浩徳（広島大学原爆放射線医科学研究所・講師） 

○ポリコーム群タンパク質による神経幹細胞の多分化能制限メカニズムの解析 

研究代表者 平林 祐介（東京大学分子細胞生物学研究所・助教） 

○造血細胞の増殖・分化を制御するクロマチン構造変換の分子機構の解明 

研究代表者 福永 理己郎（大阪薬科大学・薬学部・生化学研究室・教授） 

○挿入的クロマチン免疫沈降法を利用したＢ細胞分化維持機構の解析 

研究代表者 藤田 敏次（大阪大学・微生物病研究所・助教） 

○赤芽球における LMO2 を介した転写制御機構の解明 

研究代表者 藤原 亨（東北大学・血液分子治療学寄附講座・助教） 

○ヒストン脱アセチル化酵素（ＨＤＡＣ）による血液細胞運命決定制御の全体像の解明 

研究代表者 古川 雄祐（自治医科大学 幹細胞制御研究部・教授 同 分子病態治療研究

センター・副センター長） 

○ｍＴＯＲ複合体１を介した細胞分化制御機構の解明 

研究代表者 星居 孝之（金沢大学・がん進展制御研究所・助教） 

○胸腺髄質上皮細胞分化機構の解明 

研究代表者 松本 満（徳島大学・疾患酵素学研究センター・教授） 

○EVI1 は造血及び神経幹細胞の運命を制御する 

研究代表者 森下 和広（宮崎大学医学部機能制御学講座腫瘍生化学分野・教授） 

○ナチュラルヘルパー細胞の分化機構の解明 

研究代表者 茂呂和世（JST・さきがけ研究員 慶應義塾大学・共同研究員） 

○胚発生過程における多能性造血細胞の分化方向決定機構の解明 

研究代表者 山根 利之（三重大学大学院医学系研究科・講師） 

○CHD によるクロマチン構造制御が規定する細胞運命 

研究代表者 安友 康二（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部・教授） 

○ホジキンリンパ腫の微小環境における“リプログラミング”に関わる小分子 RNA の解析 

研究代表者 幸谷 愛（東海大学創造科学技術研究機構医学部門・特任准教授） 

○哺乳動物網膜をモデル系とした神経・グリア分化制御分子基盤の解明 

研究代表者 渡辺 すみ子（東京大学医科学研究所 特任教授） 
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⑦研究費の使用状況（設備の有効活用、研究費の効果的使用を含む） 
 
 各大学ともに既存の設備を有効利用している。また、広島大学の次世代シークエンサー

や油谷研の次世代シークエンサー、発現マイクロアレイは領域内の研究者に有効活用され

ている。 
 
⑧今後の研究領域の推進方策 

 

 全体として各研究班間の連携状況も良く、共同研究もスムーズに行なわれる雰囲気があ

る。今年度の領域会議も、質疑応答で「そのノックアウトマウスなら私の研究室にありま

すから、使ってください」などのコメントがあるなど、大変オープンな雰囲気で行なわれ

たので良かった。今年度は１１月に京都で国際シンポジウムを予定している。海外からの

演者はシンポジウムの前後に領域内の研究者の大学や研究所を訪問しセミナーを行なうな

ど、折角の機会を有効に利用して領域の研究を推進することに役立てたい。 
 平成２３年度に行なった領域内の若手育成のための「若手の会」は参加者から大変評判

が良く、中には毎年開催して欲しいという意見もあった。総括班費として計上していない

ので予算的に厳しいが、可能であれば４年目か５年目に開催できればと考えている。 
 領域メンバー交流の場としてホームページ上に設けたCell Fate Clubはそれなりに活発

であるが、現時点までは投稿する人はやや限られている傾向がある。さらなる交流活発化

のために多くの人が参加できるようメンバーにお願いする。 
 研究内容については、領域全体がエピジェネティクス関連を中心として有機的に連携し

ている様子が領域会議で実感できた。今後、国際シンポジウム、領域会議、ホームページ

を通じて、領域の連携をますます推進するよう努力する。 
 
⑨総括班評価者による評価の状況 
 
 外部から総括班に加わっていただいているメンバーは３名である。皆さん多忙もあり、

なかなか領域会議に参加していただけない状況であるが、今年度の領域会議にはがんセン

ターの牛島先生に参加していただき以下のように大変良い評価をいただいた。 
『6月 6-7日の二日間、領域会議に参加させて頂きました。領域の目的である細胞分化にお

ける運命決定の機構の解明と制御のため、転写因子によるエピゲノムの制御、逆に、エピ

ゲノムによる転写因子への反応性の変化について、詳細なアプローチがなされていること

に、興奮させられました。学術新領域の重要な意義である研究分野の融合による相乗効果

が、血液細胞分化と転写、転写とエピゲノムの面で、また、ヒト材料を用いた研究とマウ

スを用いた研究とが補完することで、明確に発揮されていました。それを支える、人の交

流、技術や試薬の共有、マウスなど貴重な資源の提供もスムーズに行われていると感じま

した。更に、もう一つの重要な意義である若手研究者の育成も、全国各地の研究室からの

若手が参加しており、質問時間が不足するくらいの活発な質問がなされ、交流時間が不足

するくらい、力強く行われていました。今後、具体的な成果として領域内での共著の論文

が発表され、一層の研究分野の融合、様々な交流、元気で幸せな若手の育成が進むことを、

大いに期待しております。』 


